
～平成29年度交付決定額： 千円 平成30年度申請額： 8,869 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

１．想定される効果
・他の文化遺産を活用する事業等との有機的な事業展開による、地域全体での文化遺産を活かした地域活性化や次
世代への文化遺産の継承。
本事業の実施により次の効果が想定できる。一つは、復元改修により希少となった純粋な菊川倉沢地域の祭礼芸能
の特徴をよく現している駒形神社の例大祭の祭礼文化の山車の維持とともに行事そのものの継承を図ることができ
る点である。二つ目は、復元改修作業の映像を公開することによって、その伝統的技術を周知することができ山車
と町の関わり等を地域全体で学習できる良い機会となる。三つ目は、改修によって地域にある山車の存在を再認識
し、その魅力を発信することによって、山車曳行行事の発展的継承が可能であることである。もともと地域の世代
間交流を進め、地縁的まとまりを醸成するものであった山車曳行行事に、地区外を含めたより多くの人達の参加や
地元への若者の定着が期待でき、地域の活性化を推進することができる。

「歴史文化基本構想」は未策定である。今後は、都道府県の大綱を勘案し、文化財の保存・活用に関する総合的な
計画（文化財保存活用地域計画）の作成を検討する。

地方公共団体
担当部局課

菊川市教育委員会社会教育課（文化振興係）

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

静岡県　菊川市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

　菊川市が、本実施計画に係る全体の企画調整や、各補助事業に係る指導等を行う。主な担当課、役割は下記のと
おり。
　教育委員会社会教育課：事業全体の企画
　建設経済部商工観光課：観光業務に関する連携等
また、補助事業は次の団体が実施する。
　上倉沢秋の禮大祭保存継承実行委員会

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

本市では、第２次菊川市総合計画（平成29年3月策定）における「芸術や文化に親しみ歴史・文化遺産が継承され活
かされているまちづくり」の施策の中で「文化財の保存・周知・活用の推進」、菊川市文化振興計画（平成24年6月
策定）における「歴史・文化遺産の継承と活用」の施策の中で保存団体等が行う伝統芸能の技術継承の取り組みに
対する支援などを掲げている。これらを踏まえ、市内の伝統文化の次世代継承や文化遺産の公開活用促進による地
域活性化を推進するため、菊川市の駒形神社例大祭に関連した下記の取組を実施する。また、地域全体で文化遺産
を活かした地域活性化や次世代への継承に努める。

１．駒形神社禮大祭の保存伝承と地域活性化事業（下記⑦参照）
２．駒形神社禮大祭の保存伝承のための映像記録事業（下記⑦参照）
３．駒形神社禮大祭の保存伝承のための体験事業（菊川市の駒形神社例大祭で行われる、出囃子・踊りなどの親子
向けの体験事業を行い、祭礼行事の次世代への継承を図る）

地域文化遺産活性化

平成 30 年度 ～ 平成

駒形神社例大祭の保存伝承と地域活性化事
業

【計画の改善時期】
　　平成 30年度

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

30 年度

様式１－１



人 人人 人 人 人

平成 年度 平成 30 年度 平成 31 年度平成 年度 平成 年度 平成 年度

平成 30 年度 120 人

設定根拠２：

菊川市上倉沢地区の世帯数の増加と祭礼のみ帰省人数の設定。
地元に伝わる山車の存在が再認識され、より多くの人達の祭礼への参加や見学者の増加により
地域への愛着が深まり、町の活性化が推進される。
本祭礼には町外の流出者のふるさと意識に大きな影響を与えており、「お盆には帰省できなく
ても、祭礼の時には帰ります」とよく言われる文句は、この地域の若者の心情をよく表してい
る。また、地域の子供の社会教育・健全育成、住民の纏まりを醸成している重要な行事文化
で、地域の活性化の起爆剤ともなっており、これを長く後世に残すことで地域の活性化が保た
れ、また新たな地域の活性化に繋がる。世帯数の増加により120人に設定。

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 29 年度 100 人 ⇒ 【目標値】

目標区分２： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分２： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 上倉沢地区の駒形神社祭礼参加者 関連事業: ②

年度

部 部 部 部 部 部

上倉沢の文化財的価値のある山車として初めての大改修でもあり、復元改修作業や祭典の様子
をビデオや写真等で記録し、説明書で取り纏めることにより広く市の内外の皆様にも御賛同頂
くことができる。文化庁伝統文化課、国立国会図書館及び菊川市内の各小中学校及び静岡県下
の主要全図書館に映像記録ＤＶＤを配布し貸出することで文化継承を促す裾野の拡大を図るこ
とができる。
上倉沢地区の地域住民、近隣地区の地域住民に映像記録DVD試写会や貸出をすることにより
文化継承を促すことができる。

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 30 年度 平成 31

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分１： その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 映像記録の貸し出し（又は利用）回数等 関連事業: ①

目標値１： ⇒【現状値】 平成 29 年度 【目標値】0 部 平成 30 年度 20 部

様式１－１別紙①



人 人 人 人 人 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

駒形神社例大祭で曳行される上倉沢の山車劣化部分の復元改修を行う。(既存寸法に基づき復元
する。)また、復元改修をする中で資料や伝統技術の公開展示を行うものとし、一般への普及啓
発のため修理作業や山車製作の伝統技術の公開も行い、地域の伝統文化を伝える山車や祭礼行
事の継続・継承を推進します。

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 上倉沢地区の駒形神社祭礼参加者

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 100 人 ⇒ 【目標値】 平成 30 年度 120 人

事業概要：

30 年度 20 部

30 年度 平成 31 年度年度 平成 年度 平成

上倉沢山車修理復元事業 実施団体： 上倉沢秋の禮大祭保存継承実行委員会

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

⇒

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 30 年度

部部 部 部部 部

事業②：

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①： 上倉沢山車修理記録事業 実施団体： 上倉沢秋の禮大祭保存継承実行委員会

評価指標区分： ・記録映像の貸し出し（又は利用）回数等 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： ・市内図書館に配架した作成ＤＶＤの貸出し回数

目標値：

～ 平成 30 年度

事業概要：

秋祭りに於ける山車曳行、囃子について、伝承に必要な映像記録の製作、映像記録に関しては
地区祭礼団体及び学識経験者からなる委員会が施工工場にて復元確認を行う。
　上倉沢の文化財的価値のある山車として初めての大改修でもある為、広く市の内外の皆様に
も御賛同頂くため、重要な製作工程の写真、説明書での取り纏めをＣＤで製作。
　復元改修作業の様子をビデオや写真等で記録し、文化庁伝統文化課、国立国会図書館及び菊
川市内の各小中学校及び静岡県下の主要全図書館に文化継承を促す裾野の拡大を図り映像記録
ＤＶＤを配布する。

事業区分： 記録作成 事業期間： 平成 30 年度

【現状値】 平成 29 年度 0 部 【目標値】 平成

様式１－１別紙②


